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キリバス共和国におけるトロニバイ人材
（環境マスター）育成プロジェクト

 キリバス活動地域

キリバス・日本側の
対面検討会 2 回 
KiriCANの
日本国内啓発活動 10 回

今年度計画の達成度 85 ％

全体計画の達成度 40 ％
活動内容と成果
① 2022年11月にようやく第1回目の渡航が実現し、
キリバス側のカウンターパートであるKiriCANと
初めて対面によるトロニバイ人材育成プロジェク
トについての会合ができた
② キリバスの環境学習現場調査は、キリバスへの渡
航が1回になったため離島での調査に留まったが、
キリバスの環境現場を知っているKiriCANに追加
でヒアリングをすることができ、課題を把握した
③ 2023年3月にキリバス側からKiriCANの訪日が実
現し、日本で覚書締結式が行われた

課　題
● キリバス共和国ユース世代の活躍の場の創出
● グローバル的環境問題を自分事として捉える意識の変革
● 環境問題を啓発していくためのプログラム開発

目　標
● キリバス政府認定による環境マスターが誕生する
● キリバスの環境政策において官民協働の取組みが行われる
● 外国からの支援に頼らない「トロニバイ」の精神を持った
自発的な取組みが定着する
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海岸線浸食を防ぐため海岸線浸食を防ぐため
積まれた土嚢積まれた土嚢

● 研修生の選考、事前講習　　● 環境マスター養成講座のデモンストレーション
● キーパーソンへのヒアリング（SDGsの認識調査及びユースの意欲把握）
● 環境マスター研修内容の検討

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルスの影響でキリバ
ス共和国は国境を閉鎖しており、い
つ閉鎖解除になるか分からないた
め、状況を見ながらの進行だった。

■工夫した点
万が一10月までに渡航の判断が付か
なかった場合は、プランBで事業を
進める予定にしていた。

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

2年目


